
 

 

第７３次千葉県教育研究集会 

国語研究部「書く」分散会 提案資料 

 

 

 

研究主題 

 経験したことを表現豊かに書き表せる児童の育成 

 

 

 

 
 

 

 

 

八街市立朝陽小学校 

 



1 

 

 

１ 研究主題  

  「経験したことを表現豊かに書き表せる児童の育成」 

 

２ 主題設定の理由 

（１）学習指導要領から 

小学校学習指導要領国語科の目標は以下のとおりである。 

 

   言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動をとおして、国語で正確に理解し適切に表現

する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切につかうことができるように

する。 

（２）日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

（３）言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語

を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 

学習指導要領では、「書き表し方を工夫する」ことについて、「自分の考えを伝えるため

に、どのような言葉を用いるか、語や文及び段落の続き方やつながりをどのように表現する

か、といったことなどに注意して記述の仕方を工夫すること」と記されている。 

また、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力とは、国語科で表現された内容や事

柄を正確に理解する資質・能力、国語を使って内容や事柄を適切に表現する資質・能力であ

る。それらの資質・能力を培うために、日常生活における人との関わりの中で、伝え合う力

を高めていくことが重要であると考えられている。 

また、第１学年及び第２学年の「書くこと」においては、「経験したことや想像したことな

どの中から書くことを見付け、必要な事柄を集めたり確かめたりして、伝えたい事を明確に

すること」「自分の思いや考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考える

こと」を指導すべき事項としてあげている。 

 

（２）学校教育目標及び本校研究主題から 

   八街市立朝陽小学校学校教育目標 

      やさしく 賢く たくましく生きる児童の育成 

        ～努力は今、今の積み重ねが未来をつくる～ 

 

   八街市立朝陽小学校研究主題 

      学び合い高め合い、賢さをもった児童の育成 

        ～教師の個別最適な学びの実践～ 

 

    本校の学校教育目標は「やさしく 賢く たくましく生きる児童の育成」である。めざす

児童の姿を「やさしい心を持ち、行動できる児童」「学び合い高め合い、賢さをもった児童」

「心身ともに健康で、たくましさを身に付けた児童」とし、知徳体それぞれ欠けることなく

備わっている児童の育成をめざしている。 

また、児童にアンケートをとってみると、「学校の授業は楽しい」と感じている児童は約９

割だったが、「学習した内容を見直し、次の学習につなげられている」と感じた児童が約４

割、「課題の解決に向けて主体的に取り組めている」と自信をもって回答した児童は約５割、

「友だちと話し合う活動をとおして、考えを深めたり広げたりすることができる」と答えた

児童は約５割だった。この結果から、授業を楽しく感じているものの、課題解決に向けて友

だちと考えを深めたり広げたりできていると実感している児童は少ないことがわかった。そ

のため、主体的対話的で深い学びの実践に向け、授業の工夫・改善等、より手立てを講じて
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いく必要がある。アンケート結果も踏まえた上で、児童の学ぶ意欲が高く、学びを諦めず

に、学び方を知り、仲間とともに協働的に学び合える児童を育むためには、教員自身が自分

で課題を見つけて、学び続けることが重要であると考えた。そこで、本校の研修体制は、教

員が１人１つのテーマをもち、１年間研究を行っている。本研究でいう「教師の個別最適な

学び」とは、教員全員が同じことを研究するのではなく、教員が自分の課題と考えている事

柄を解決していく研究をしていき、自分自身の学びを深めていくことである。教員が学級の

実態から課題を見取り、それを解決していくための手立てを日常の授業で実践し続けること

で、子どもたちの学ぶ意欲を高め、学校教育目標でめざしている「学び合い高め合い、賢さ

をもった児童」が育成されるのではないかと考え、本研究主題を設定した。 

 

（３）児童の実態 

これまで児童は、自分の考えを友だちに伝えることで、考えを深めたり、広げたりするとと

もに、課題について協力し合って問題解決をするということを続けてきている。「書くこと」に

おいても、自分の書いた文章を友だちに見せ、感想をもらったり、共感してもらったりという

経験を積み重ねてきた。しかし、実際に書かれている文章の多くは、「公園へ行って、楽しかっ

た。」「ごはんがおいしかった。」など、事柄についての感想だけが述べられ、様子がよく伝わる

ような文章ではなかった。実際に、「書くこと」に対して、実態調査を取ってみたところ、以下

のような結果となった。 

 

調査日 令和５年６月 

対 象：2年生（男子１２人 女子１３人 合計２５人）  

 はい 

できる 

どちらかといえばはい 

どちらかといえばできる 

どちらかといえばいいえ 

どちらかといえばできない 
いいえ 

１ 国語科の学習は好き。 ２０人 

（８０％） 

２人 

（８％） 

２人 

（８％） 

１人 

（４％） 

２ 文章を書くことは 

好き。 

１２人 

（４８％） 

７人 

（２８％） 

３人 

（１２％） 

３人 

（１２％） 

３ 文章を書くことは 

できる。 

１１人 

（４４％） 

５人 

（２０％） 

４人 

（１６％） 

５人 

（２０％） 

４ 文章を書くときに 

難しいと感じること 

は何か。 

（複数回答） 

 

・書くことが思い浮かばない。 

・書くことがたくさんあって決められない。 

・したことや話したこと、聞いたことなどが思い出せない。 

・どんな順番で書いたらいいか、分からない。 

・「、」や「。」、段落をかえるところなど、原稿用紙の使い方がわ

からない。 

・ひらがなやかん字の書き方を忘れる。 

・書くことが面倒だ。 

全体として、国語科の学習を肯定的に捉えている児童が多いが、文章を書くことにおいては否

定的な考えが多く、文章を書くときの手順や、情報収集の仕方、原稿用紙の使い方や文字の書き

表し方などを苦手と感じている児童が多かった。よって、文章の構成の仕方や「書くこと」にお

いての基本的な知識及び技能を身に付けながら、読み手に様子がよく伝わる文章を書けるように

なることを研究の課題とし、本主題を設定した。 
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３ 研究仮設 

 仮説１ 

  国語科「書くこと」の領域の学習指導において、学習の見通しをもたせ、興味関心のわくよう

な言語活動を取り入れ、教員のモデル文を基にしながら構成の検討や考えの形成・記述をしてい

くことで、伝えたいことを表現豊かに書き表すことができるだろう。 

 

 ＜手立て＞ 

（１）単元計画を掲示するとともに、どの単元も学習の流れを統一することで、見通しをもって、

安心して学習に取り組んだり、学習を進めたりできるようにする。 

（２）メモを書く段階で、書く視点を与え、どのようなことを書き入れるべきかを提示する。 

（３）単元の最後に「作文コンテスト」を設けることで、友だちに自分のがんばりを認めてもらえ

るようと意欲的に取り組めるようにする。 

（４）組み立て表のモデルや添削された教員のモデル文を掲示することで、児童がいつでも確認で

きるようにする。 

（５）写真や絵を見て、様子を説明する文章を書き、発表し合う。 

（６）助詞などの正しい使い方を身に付けられるように、日記を書いたり、５問程度のミニテスト

やプリントに取り組んだりする。 

   

※なお、手立て５・６については、ドリルタイムや授業初めの５分間等を使って取り組むため、

日常的な実践とする。 

 

仮説２ 

  推敲する時間において、学び合い活動を取り入れることで、伝えたいことをより明確に書き表

せるだろう。 

 

＜手立て＞ 

（１） グループ編成をする際には、上位層・中間層・下位層の児童が混ざり、能力がおおよそ均等

になるような３～４人程度にする。 

（２） 教員のモデル文を提示し、どのように直すと、様子がよく伝わる文章になるかをグループで

話し合うようにする。 

（３） 見る視点を示すことで友だちの文章に付け足すべき事柄が考えることができるようにする。 
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４ 研究の実践 

（１） 研究の実際 

研究は第 2学年の１学級で実践した。 

年間を通して、計３回授業実践を行い、全て自作単元である。 

（第３回は、教科書教材の置き換え単元である。） 

第１回校内授業研 単元名「１学きの 思い出を 書こう」（７月実施） 

第２回校内授業研 単元名「がんばっていることをしょうかいしよう」（１月実施） 

第３回校内授業研 単元名「心にのこっていることを書こう」（３月実施） 

        

第１回校内授業研 

①令和５年７月 ２年生 単元名 「１学きの 思い出を 書こう」 

②評価規準（９／１１時間） 

  ・語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫

している。                           （思考・判断・表現） 

  ・友だちの書いた文章を読んで、よかったところや改善すべきところなどを伝えようとしている。                         

（主体的に取り組む態度） 

③授業実践 

時配 学習活動と学習内容 指導・支援 ○評価 ●研究テーマとの関わり 資料 

 ５ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１ 前時を振り返り、本時のめあ

てをつかむ。 

 

 

 

２ メモを使って、「中」の部分

の文章を書く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 書いた文章を見せ合い、よい

ところや内容の伝わりづらいと

ころを伝え合う。 

 

 

 

・学習計画や前時に書いた文章を確認して

本時の活動の見通しをもつことができる

ようにする。 

 

 

・時間的な順序に気をつけて書くことで、ど

んなことをしたのかが分かりやすい文章

になるようにする。 

●聞こえた色や見たものの色、会話文などを

入れることで、語彙が豊かな文章を書ける

ようにする。 

・書き進められない児童には、グループの友

だちに、どんなことを書けばよいか聞いて

もよいと声かけをする。 

○語と語や文と文との続き方に注意しなが

ら内容のまとまりが分かるように書き表

し方を工夫している。 

（思考・判断・表現）【観察・ノート】 

 

・友だちに書いた文章を読んでもらうこと

で、説明の足りない部分はないか、付け足

した方がよいところはないかを見つけら

れるようにする。 

・悩んでいるところがある人は、グループの

友だちに相談してもよいことを伝える。 

単元計画表 

掲示物 

 

 

 

付箋 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メモをもとに、「中」の文しょうを書こう。 
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８ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 友だちにもらった助言をもと

にして文章を直し、読み返す。 

 

 

 

 

４ 友だちとの交流を通して、わ

かったことを発表する。 

 

 

５ 学習のふり返りと次時の活動

の確認をする。 

・助言するところが見つからない児童にはよ

いところはないか声かけをする。 

●友だちに書いた文章を見てもらうことで、

様子をくわしく書き表せるようにする。 

○友だちの書いた文章を読んで、よかったと

ころや改善すべきところなどを伝えよう

としている。    

（主体的に取り組む態度）【観察】 

 

・文章をすべて消すのではなく、必要な部分

だけを直したり、付け足したりするように

声かけをする。 

・直し終わった児童から、自分の書いた文章

を読み直すように伝える。 

 

・友だちの文章を読んでよかったと思ったこ

とや、友だちからもらった助言から分かっ

たことなどを全体に伝えるようにする。 

 

・今日の活動を振り返り、できたこと、もう

少しだったことなどを振り返りカードに

書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふり返り 

カード 
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④ 実際の授業の様子 

ア 仮説１において 

  ＜成果＞ 

・組み立てメモを作る際に、会話文についてのメモは黄色、見たことや思ったことなどについて

のメモはピンク色と色分けし、聞こえた音や見たものの色などの情報を入れるように声かけし

た。そうしたことで、清書の段階には、２４人が会話文を入れ、５人が色について、１０人が

形について、１人は時間の長さなども入れながら、文章を書くことができた。自分の気持ちに

ついて書けた児童は１９人、気付いたことを書いた児童は２人おり、単元を学習する前よりも、

経験したことを具体的に書くことができるようになった。（手立て２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友
だ
ち
に
助
言
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
ど
ん
な
す
べ
り
台
を

す
べ
っ
た
か
、
何
の
重
さ
に
つ
い
て
書
い
た
の
か
な
ど
を
付
け

足
し
た
。
ま
た
、
気
持
ち
や
様
子
を
表
す
言
葉
を
入
れ
る
と
よ

い
こ
と
に
気
付
き
、
書
く
こ
と
が
で
き
た
。（
資
料
編
A
児
） 
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＜課題＞ 

・教員のモデル文として提示したものの中に 

説明が不足しているところや付け足した方 

がよいところがなかった。そのため、友だ 

ち同士で書いた文章を読むときに、それら 

について気付くことができなかった。 

（手立て４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
じ
め
の
頃
は
、
三
十
字
程
度
し
か
書
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
児
童
も
、
学
習
を
と
お
し
て
気
持
ち
や
様
子
を
あ
ら
わ
す

言
葉
を
入
れ
て
、
百
字
程
度
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
資
料
編
B
児
） 
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・作文コンテストでは、全員が評価してもらえるように 

「こんなところがすごいカード」を使った。評価項目の 

中で特に優れているところに小シールを１枚貼り、読ん 

だ作品の中で１番よかったものには大シールを貼らせた。 

（手立て３）しかし、大シールが貼られていない児童で 

自分の作品がよくなかったと否定的に捉える児童もいた。 

作文コンテスト自体は、どの児童も楽しみにしているよう 

だったが、評価の仕方を改善させた方がよい。 

 

イ 仮説２において 

  ＜成果＞ 

・今まで書いた文章や文章の読み取り能力などから上位層を４割、中間層を３割、下位層を３割

に分けた。どのグループもおおよそ均等になるようにグループ編成をしたことで、どのグルー

プも推敲の時間は、友だちの文章を読んで、助言できていた。（手立て１） 

・教員のモデル文を用い、文章を読み、個→グループ→全体という順に添削したことで、誤字脱

字、かぎ（「 」）の使い方が理解できた。（手立て２） 

 

＜課題＞ 

・本時を展開した際には、友だちの書いた文章を見るときの視点を与えたが、それらを網羅する

ことは発達段階的にも難しく、友だちの書いた文章を十分に読み、添削できなかった。 

（手立て３） 
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第２回校内授業研 

①令和６年１月 ２年生 単元名 「がんばっていることをしょうかいしよう」 

②評価規準（９／１１時間） 

  ・語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫

している。                           （思考・判断・表現） 

  ・友だちの書いた文章を読んで、よかったところや改善すべきところなどを伝えようとしている。                        

（主体的に取り組む態度） 

③授業実践 

時配 学習活動と学習内容 指導・支援 ○評価 ●研究テーマとの関わり 資料 

 ５ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

 

１ 前時を振り返り、本時のめあて

をつかむ。 

 

 

 

２ メモを使って、「中」の部分の文

章を書く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 書いた文章を見せ合い、よいと

ころや内容の伝わりづらいとこ

ろを伝え合う。 

＜友だちの文を読むとき＞ 

 ・ようすがよくつたわるか。 

 ・何回か声に出して読む。 

◇ようすをくわしくつたえるには 

 いつ     だれ 

 どんなこと  何のために 

 どんなふうに どれくらい 

◇きもちをあらわすことば 

くやしい うれしい 

かなしい たのしい 

 

４ 友だちにもらった助言をもと

にして、文章を直し、読み返す。 

 

 

・学習計画や前時に書いた文章を確認するこ

とで本時の活動の見通しをもつことができ

るようにする。 

 

 

・時間的な順序に気をつけて書くことで、ど

んなことをしたのかが分かりやすい文章に

なるようにする。 

●思ったことや考えたこと、会話文などを入

れることで、語彙が豊かな文章を書けるよう

にする。 

・書き進められない児童には、メモに書いた

ことを、順番に書き進めればよいと、声かけ

をする。 

○語と語や文と文との続き方に注意しなが

ら内容のまとまりが分かるように書き表し

方を工夫している。 

（思考・判断・表現）【観察・ノート】 

 

・見る視点を与えることで、直したり、付け

足したりした方がよいところを見つけられ

るようにする。 

・悩んでいるところがある人は、友だちに相

談してもよいことを伝える。 

・助言するところが見つからない児童にはよ

いところはないか声かけをする。 

●友だちに書いた文章を見てもらうことで、

様子をくわしく書き表せるようにする。 

○友だちの書いた文章を読んで、よかったと

ころや改善すべきところなどを伝えようと

している。（主体的に取り組む態度）【観察】 

 

 

・文章をすべて消すのではなく、必要な部分

だけを直したり、付け足したりするように声

かけをする。 

・直し終わった児童から、自分の書いた文章

単元 

計画表 

掲示物 

 

 

ワーク 

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ようすがよくつたわる文になっているかをたしかめよう。 
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④ 実際の授業の様子 

ア 仮説１において 

＜成果＞ 

・メモを書く段階で「がんばろうと思ったきっかけ」「どんなふうに取り組んでいるのか」「努力

してみてうまくいかなかったこと」「できるようになってきて思ったこと」の４つのことにつ

いて、どの児童も自分のがんばっていることに対してどのように取り組んでいるのかが分かる

文章が書けた。（手立て２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 ４ 

 

 

5 友だちとの交流を通して、わか

ったことを発表する。 

 

 

6 学習の振り返りと次時の活動

の確認をする。 

を読み直すように伝える。 

 

・友だちの文章を読んでよかったと思ったこ

とや、友だちからもらった助言から分かった

ことなどを全体に伝えるようにする。 

 

・今日の活動を振り返り、できたこと、もう

少しだったことなどを振り返りカードに書

く。 

 

 

 

 

 

 

ふり返り 

カード 
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・自分の文章を書き進める中で、教員の 

モデル文を見て、どのようなことを直す 

と、よりよい文になるかを確認する児童 

が出てきた。（手立て４） 
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 ・作文コンテストの評価の仕方を以下のようにした。 

「金：どのような取り組みをしてきたかがよくわかる」・・・３点 

「銀：どのような取り組みをしてきたかが概ねわかる」・・・２点 

「銅：がんばって文章を書いている」・・・１点 

としたことで、よりよい色のシールをもらいたいと考えて、取り組めていた。また、第２回で

優勝できなかった児童からも次回への意欲につながる振り返りが見られた。（手立て３） 

 

    

＜課題＞ 

・書く視点に沿って全員の児童が書き進めることはできた。しかし、メモを書いた時点で、書き

たい主な内容を整理したはずだったが、書きたい主な内容には関わりのない文章を書いている

児童もいた。（手立て２）児童は、文章をよく書けたと満足していたが、内容にまとまりがなく

なっていたため、必要のない文章を削ることが必要だった。 

 

イ 仮説２において 

＜成果＞ 

・友だちに書いた文章を見せ合う活動に入る前に、教員が具体例を出しつつ、見る視点を伝えたこ

とで、友だちの文章に何が不足しているのかを見つけることができていた。（手立て３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

掲示物を確認しなが

ら、友だちの文章を読み

すすめ、直すところを見

つけた。 
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・文章を読んだ友だちが「どんなふうに」「どのくらい」「今はどうなったのか」ということがわか

らないと文章を書いた本人に問いかけ、話し合いながら必要なことをつけ足したり、どう書き表

すとよいかを一緒に考えたりするなどして、文をよりよくしようとしていた。（手立て１）                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「どんな練習をして、

できるようになったか

わからない。」と文章を

読んだ友だちが気付

き、グループで話し合

いながら文章に付け足

しをしていた。 

練習のときの様子に

ぴったり合う言葉を見

つけるために、他のグ

ループも一緒になりな

がら話し合いを進めて

いた。 
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  ＜課題＞ 

  ・前回とは、異なったグループ編成をしたが（手立て１）下位層の児童は、上位層や中間層の

友だちの考えを聞くだけになり、自分の考えを伝えることができていなかった。下位層の児

童でも自分の考えを伝えられる方法を考える必要がある。 
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第３回校内授業研 

⓵令和６年３月 ２年生 単元名 「心にのこっていることを書こう」 

            教材名 【こんなことができるようになったよ】    

②評価規準（９／１１時間） 

  ・語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫

している。                           （思考・判断・表現） 

  ・友だちの書いた文章を読んで、よかったところや改善すべきところなどを伝えようとしている。                        

（主体的に取り組む態度） 

    

③研究実践 

時配 学習活動と学習内容 指導・支援 ○評価 ●研究テーマとの関わり 資料 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１ 前時を振り返り、本時のめ

あてをつかむ。 

 

 

 

 

 

２ 前時に書いた文章を友だち

と読み合い、よいところや内

容の伝わりづらいところを伝

え合う。 

 

ようすがくわしく書けて 

いるか。 

 

かんけいのない文は 

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 友だちにもらった助言をも

とにして文章を直し、読み直

す。 

 

 

 

・学習計画や前時に書いた文章を確認して、本

時の活動の見通しをもつことができるように

する。 

●前単元と学習の流れを同じにすることで、

見通しをもって取り組めるようにする。 

 

 

・教員のモデル文を添削したときのことを確

認し、様子を詳しく書くときのポイントを確

認する。また本題と関係のないことが書かれ

ていたときには省くように伝えることも確認

する。 

・見る視点を与えることで、直したり、付け足

したりした方がよいところを見つけられるよ

うにする。 

・読んだ人が気付いたことを付箋に書いて伝

えることで、文章を書き直す際に参考となる

ようにする。 

・悩んでいるところがある人は、友だちに相談

してもよいことを伝える。 

・助言するところが見つからない児童にはよ

いと思ったところに付箋を貼るようにする。 

・どのように直したらよいか悩んでいる児童

には掲示物を参考にさせ、書き加えられると

ころはないか、関係のない文章はないか、考え

るように声かけをする。 

○友だちの書いた文章を読んで、よかったと

ころや改善すべきところなどを伝えようとし

ている。  （主体的に取り組む態度）【観察】 

 

●友だちに書いた文章を見てもらうことで、

表現豊かで的確な文章が書けるようにする。 

・友だちが書いた付箋の内容について、理解で

きなかったときには、聞きに行ってもよいこ

とを伝える。 

・文章をすべて消すのではなく、必要な部分だ

単元 

計画表 

 

 

 

 

 

ノート 

掲示物 

付箋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ようすがよくつたわる文になっているかをたしかめよう。 
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④ 実際の授業の様子 

ア 仮説１において 

  ＜成果＞ 

  ・「なぜその事柄を選んだのか」 

「どのようなことが特に心に 

残っているのか」などの事柄 

を書き入れさせたことで、 

どの児童も自分の心に残って 

いることについて詳しく書く 

ことができた。（手立て２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ３ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 友だちとの交流を通して、

わかったことを発表する。 

 

 

５ 学習の振り返りと次時の活

動の確認をする。 

けを直したり、付け足したりするように声か

けをする。 

・直し終わった児童から、自分の書いた文章を

声に出して読み、誤字脱字などの確認をする

ように伝える。 

○文章を読み返す習慣を付けるとともに、間

違いを正したり、語と語や文と文との続き方

を確かめたりしている。 

（思考・判断・表現）【観察・ノート】 

 

・友だちの文章を読んでよかったと思ったこ

とや、友だちからもらった助言から分かった

ことなどを全体に伝えるようにする。 

 

・今日の活動を振り返り、できたこと、もう少

しだったことなどを振り返りカードに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふり返り 

カード 
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 ・次には何をすればよいのかが分かるため、児童同士で声をかけ合い、主体的に学習を進める

ことができた。毎時間取り組ませていた振り返りにも、肯定的な言葉が多く書かれていた。

（手立て１） 
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＜課題＞ 

  ・第１回に取り上げたテーマと同じテーマについて書く児童が数人いた。以前書いた時よりもま

とまった分かりやすい文章となってはいたが、メモを書く際に、個別に別の書く視点を与える

などして、内容に変化をつけたらよかった。（手立て２） 

 

イ 仮説２において 

  ＜成果＞ 

・「様子が詳しく書けているか」「関係のない文章はないか」などの見る視点を与えたことで

友だちの書いた文章をよく読もうとする姿が見られた。（手立て３） 

・読んで感じたことを付箋に書き、友だちに伝えるようにしたことで、直すところだけではなく、

文章のよかったところを伝えている児童も多く、下位層の児童でも自分の考えを書くことがで

きた。（手立て１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

友
だ
ち
の
助
言
か
ら
付
け
加
え

た
方
が
よ
い
と
こ
ろ
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
た
。 

で
き
た
。 
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日常的な実践 

（１）写真や絵を見て、様子を説明する文章を書く。（手立て６） 

＜成果＞ 

・書いた文章を発表し合った際に、自分では気付かなかった表現の仕方を知ることができ、再

度文章を書かせてみると、友だちのよいところを取り入れて書く児童が増えた。 

 

下位層の児童の変容① 

うんどう会ではしっている。 

    ↓ 

天気がいい日に、うんどう会で女の子が 

たいそうふくをきて、うれしそうに、はしっている。 

 

下位層の児童の変容② 

たいいくの時間に、はしっている。 

    ↓ 

天気がいい日に、女の子がにこにこしながら 

楽しそうに、はしっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ＜課題＞ 

 

 



21 

 

  ・友だちの考えに共感できたことはよかったが、自分の言葉で様子が伝わるような文を書いて

いた児童が自分の書き表し方は間違っていると考えてしまい、書き直すことが度々あった。

全体で考えを共有する前に、一度児童の書いたものを回収し、朱書きを入れてから返すこと

で、児童が自分の考えに自信をもつことができたと考える。 

 

（２）助詞などの正しい使い方を身に付けられるように、日記を書いたり、５問程度のミニテストや

プリントに取り組んだりする。（手立て６） 

   

＜成果＞ 

・ミニミニ日記という３行程度の日記を毎週末の課題とした。取り組み始めたときには、楽し

かったことだけを書いていた児童が、国語科の中で理由の書き方を学ぶと、自ら理由もふま

えて日記を書くようになった。 
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・友だちの日記を読み、「どんなところをかわいいと思ったのかも書こう。」「何が楽しかったの。」

など、もっと知りたいと思うところについて聞く児童が増えた。また、友だちに、評価してもら

ったことで、褒めてもらえて嬉しい、今後も書き入れるようにしようと思ったり、友だちに直す

ところを書かれた際には、次は気をつけて書きたいと考えたりするようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

自分の気持ちが伝わ

ってうれしい。これか

らも気持ちを書くよう

にしよう。 

 

 

 つぎは、友だちに

言われたことに気を

つけて書こう。 

 

ほめてもらえて

うれしい。 
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・授業の最初の５分などを使い、助詞の正しい使い方に関し 

て、５問程度のミニテストをしたり、プリントを月１回程 

家庭学習で取り組ませたりしたことで、始めは助詞を正し 

く使えなかった児童も正しく書けるようになってきた。 
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５ 成果（○）と課題（▲） 

○同じ学習の流れで取り組むことで、児童が学習の見通しをもって取り組めた。 

○書く視点をどのようにして見つければよいのかを段階を踏んで経験してきたことで、自分の書

きたい事柄について、どう書き表せばよいか、悩まずに取り組めるようになってきた。取り組

む前は、自分で文章を書き進められなかった児童が自分で書き進められるようになったことで、

全体としても文章を書く力が底上げされた。また、経験したことを自分が思ったように伝えら

れるようになったことで書くことが楽しい・うれしいとふり返りに書く児童が多くなった。 

○友だちに読んでもらうことで、自分で見落としていた点に気付き、文章に書き加えることがで

きた。 

○友だちの文章を読むときに、見る視点を与えたため、付け足した方がよいところを見つけるこ

とができるようになった児童が多くいた。 

○毎週日記に取り組んだことで、書くことや文章の書き方に慣れることができた。読み手がいる

ことで、自分の考えに理由をつけて伝えたり、詳しく書いたりできるようになってきた。 

○毎時間振り返りを書かせたことで、児童の困っていることや次時にがんばりたいことなどが把

握でき、支援することができた。また、教員が朱書きを入れることで、児童の意欲にも繋がっ

たと考える。 

 ▲研究を進めるにつれて、上位層の児童が「書くこと」に対しての知識・理解が深まっていった

こともあり、十分に書くことができている児童でも、自分の理想よりも自分の書いている文章

が劣っていると感じ、「書くこと」への評価が否定的になった。教員や友だちからの働きかけを

もっと多くしたり、自分の家族や上学年の児童、校内の教員に自分の書いた文章を読んでもら

い、称賛してもらう機会を設けたりしていきたい。 

▲個々の力は上がってきているが、個人差がある。どんな文章がよい文章であるかを理解させ、

自分の文章と比較、推敲する力を養う必要がある。 

▲友だちの文章を読むときに、助言できない児童がいた。どの子も自分の考えを伝えられるよう

に、いくつかの評価例を提示し、参考にできるような支援が必要だった。 

▲伝えたいことはわかるが、文章としては語と語のつながりが成り立っていない表現があった。

教科書や書籍に書かれている文章により多く触れ、正しい表現方法を身に付けていく必要があ

る。 

▲自作単元を取り入れていたため、学習の遅れをつくらないようにしなければならなかった。繰

り返し児童の文章を読んで添削したため、多くの時間と労力が必要だった。 

▲児童の書いた文章には楽しいという表現が多く使われていた。今後は楽しいという言葉以外で

も、楽しさが伝わるような表現に触れ、語彙を増やせるようにしたい。 

 


